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は じ め に

旧ソ連の中央アジア諸国に多数の朝鮮人（注１）が暮

らしているという事実は，日本人にとって身近な民

族である朝鮮人がなぜ遠く離れた異郷の地にいるの

かという至極当然な疑問と結びついて，日本人の好

奇心を刺激してきた。彼らの存在はソ連崩壊以降，

マスメディアで取り上げられることも多く，また専

門的な研究テーマとして研究者も関心を寄せてきた。

ソ連時代の民族強制移住と独立後のカザフスタンに

おける民族問題に関心を抱く評者にとっても，朝鮮

人は重要な研究対象のひとつになっている。

旧ソ連地域への朝鮮人の登場は1860年代までさか

のぼる。当初は小規模だった移動は，1910年の日韓

併合の前後から，日本の植民地支配を逃れるための

政治的理由も加わって規模を次第に拡大する。1917

年のロシア革命，1922年の極東（注２）でのソビエト政

権樹立を経た後，1926年に行われた国勢調査の記録

では，極東地方の朝鮮人は16万8000人を数えた。彼

らの大多数は貧農や漁民だったが，1920～30年代を

通じてソビエト国籍の取得が進み，コルホーズ（集

団農場）に組織されていった。1930年代に入って以

降，日ソ関係が緊張の度合いを高める中で，ソ連当

局は日本のスパイとなりかねない朝鮮人への猜疑心

から，1937年に強制移住を断行する。８月から９月

にかけて，共産党と政府の２度の合同決定によって

計17万2000人の朝鮮人が中央アジアへ追放された

（カザフスタンへ９万5000人，ウズベキスタンへ７

万7000人）。強制移住後，朝鮮人は居住地を移住先

に限定される。1953年にこの制限は撤廃されたが，

極東帰還の動きはほとんどおきなかった。1980年代

末にペレストロイカの改革の機運が高まると，よう

やく強制移住の誤りが公式に認められた。この結果，

一部では極東帰還運動を組織する動きもおきたが，

大きな流れを生むには至らなかった。

なお現在の中央アジア諸共和国には，旧ソ連地域

の朝鮮人の約７割がすんでいる。彼らは基本的に

1937年に極東から強制移住させられた人々の系譜に

属するが，このほかに，日本支配下の朝鮮半島から

樺太へ強制連行された「サハリン朝鮮人」が中央ア

ジアに移住した例や，朝鮮民主主義人民共和国（北

朝鮮）からの亡命者も若干存在する。

この中央アジアの朝鮮人について，日本で初めて

の学術書が2002年に出版された。韓国生まれの著

者・李 愛  俐 娥   は，立命館大学で修士課程を修了した
エ リ ア

後，京都大学大学院人間・環境学研究科で博士号を

取得している。本書は，その博士論文［李 2000］を

加筆・修正して出版したもので，2003年には第19回

大平正芳記念賞を受賞した。この作品を紹介・批評

することが本書評の第１の目的だが，評者はこの機

会を利用して，朝鮮人に関する歴史研究の到達点を

明らかにしたいと考えている。このためまず朝鮮人

研究の現状を紹介し，そうした先行研究と比較する

形で本書の批評を展開していきたい。

旧ソ連朝鮮人研究の現状
――李愛俐娥著『中央アジア少数民族社会の変貌――カザフスタンの朝鮮人を中心に――』

（昭和堂　2002年）を読んで――
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Ⅰ　本書の構成・内容

本書の構成は次のようになっている。

序章

第１章：沿海州朝鮮人社会の形成と推移

第２章：沿海州朝鮮人の強制移住

第３章：強制移住後のカザフスタン朝鮮人社会

第４章：ソ連体制の変化とカザフスタン朝鮮人社

会

第５章：カザフスタン朝鮮人社会の変化

第６章：カザフスタン朝鮮人の意識変化

終章

第１章は，ロシア極東における朝鮮人社会につい

て，朝鮮半島北部からの移住が始まった1860年代か

ら，強制移住を迎える1937年までを論じている。帝

政ロシア時代を扱った第１節では，朝鮮人移民の増

加，移民に対する政策，農民・労働者の生活を取り

上げている。第２節は，ロシア革命期に誕生した朝

鮮人自治組織，および朝鮮人による社会主義運動の

変遷を概観する。第３節はソビエト政権成立後の時

期を対象とし，土地・国籍問題，極東北部への朝鮮

人移住政策，農業集団化，さらに朝鮮人自治領域創

設要求について述べている。

第２章のテーマは強制移住である。著者はまず，

朝鮮人強制移住の背景として，スターリン時代の民

族政策と諸民族の強制移住，および日ソ関係の緊張

について手短に触れたのち，強制移住の実態を詳し

く論じている。章末では，この強制移住に対する日

本の反応も取り上げられている。

第３章以降は，地域的な対象を主にカザフスタン

に移している。第３章で著者は，強制移住前の時期

について，小規模ながらすでにカザフスタンに居住

していた朝鮮人に触れつつ，当時のカザフスタン社

会の状況を概観する。次に，強制移住によってカザ

フスタンに連れてこられた朝鮮人たちが直面した困

難，カザフスタン国内やウズベキスタンへの再移住

などを具体的に描写し，さらに強制移住先での居住

地制限などにも言及している。

第４章および第５章は，朝鮮人独特の出稼ぎ請負

農業である「ゴボンジル」を中心に扱っている（注３）。

第４章では，カザフスタンの朝鮮人の都市化と人口

の推移に続いて，ゴボンジルの特性およびその歴史

的背景，具体的な営農方法や居住形態が紹介されて

いる。第５章は，ソ連崩壊後の朝鮮人社会を，移住

（国内・国外），農業部門の私有化に伴う集団農場か

ら生産協同組合，個人農およびゴボンジルへの移行，

さらにゴボンジルそのものの変化という観点から論

じている。なお，第４・５章では民族アイデンティ

ティの問題も若干取り上げられている。

第６章は，1990年代後半にカザフスタンの朝鮮人

に対して実施された２回のアンケート調査の結果を

紹介している。これらの調査は，カザフスタン最大

の都市アルマトゥ市，およびアルマトゥ州中部に位

置するウシュトベ市の住民を対象として行われた

（サンプル数は，1996年が335人，1999年は247人）。

質問項目は，言語，教育，伝統行事，宗教，結婚，

民族間関係，国家への帰属意識，移住希望の有無な

ど，多岐にわたっている。

終章は，カザフスタンの朝鮮人が現在直面する問

題，なかでもその農村部における変化とそれに対す

る朝鮮人の戦略を概観したうえで，著者の今後の研

究課題を提示している。

このように本書は，朝鮮人のロシア極東への移住

が始まる19世紀後半を起点とし，強制移住，および

その直後の中央アジアでの定着過程を扱った前半部

分（第１章～第３章）と，強制移住以降，現在に至

るまでのカザフスタンの朝鮮人社会に焦点をあてた

後半部分（第４章～第６章）で構成されている。ま

た前半では歴史学的アプローチが，後半ではフィー

ルド調査を主体とする社会学的アプローチが援用さ

れており，叙述の方向性が異なっている。そこで本

書評もこうした区分を踏襲し，前半と後半を個別に

論じたい。なお，先行研究については，以下で論じ

るように，歴史研究の分野では1990年代以降大きな

前進が見られたが，本書後半部分の主要テーマであ

るゴボンジルに関する研究は，著者が強調するよう

に，まだ始まったばかりである。そのため，本書評
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では第Ⅱ節で，朝鮮人の歴史研究について最近の研

究動向を整理したのち，第Ⅲ節で本書の貢献と問題

点を論じることとする。

ちなみに，技術的な問題だが，本書にはロシア語

固有名詞の見慣れない日本語表記が頻出する。原語

を朝鮮語読みした発音に引きずられた結果，読者が

元の固有名詞を想像できないほどかけ離れた表記に

なっている場合もある。誰もが納得する完璧な翻字

法はないが，いちおう大まかな合意はあるので，研

究者はそれをある程度尊重すべきだろう。なお，同

じ固有名詞に異なる表記を当てた例や，慣用と異な

る専門用語の日本語訳も散見された。このほか，章

末の註，参考文献（235～239ページ）および最終ペー

ジの著者業績の表記方法が学術的なルールに則って

いないこと，註に示されたアーカイブの名称が１カ

所（114ページ註43）を除いてすべて略称でしか示さ

れていないことも，不備として指摘しておく。

Ⅱ　朝鮮人の歴史研究――ロシアおよびカザフ

スタンの研究動向を中心に――

ソ連の朝鮮人に関する歴史研究で，研究者の最も

大きな注目を集めたテーマは，間違いなく1937年の

強制移住だろう。1990年代以降，かつての政治的タ

ブーが取り払われ，急速に研究が進んだ。朝鮮人強

制移住の研究史としては，和田（2003）の紹介が簡

にして要を得ている。なお執筆時期および視点の違

いのために和田は取り上げていないが，強制移住に

長年取り組んでいるブガイの包括的な作品［Bsda∞ 

1998］，カザフスタンでの移住後の歴史を扱ったJam

（1995）も，この分野の代表的研究である。

強制移住に関するロシア語史料集が多数刊行され

ているのも，研究の呼び水になっている。Bsda∞

（1998）は巻末に関連史料が付録として掲載されてい

るが，これ以外に彼が編纂した史料集が３冊ある
（注４）。一方，旧ソ連の朝鮮人研究者が総力をあげて

編纂したのが，『30～40年代のロシアにおける朝鮮

人強制移住に関する白書』（以下『白書』と略記）

である。1992年に第１巻が，1997年に第２巻が出版

された［Ki i Jil 1992; 1997］。このほか，『カザフ

スタン韓人史』（注５）（全３巻）［Qil Fmd Qnb i Jil 

D.M. 1998; 1999; 2000］が韓国の援助を受けてカザフ

スタンで出版された。これは朝鮮人に関する最大規

模の史料集である。扱うテーマは強制移住にとどま

らず，強制移住以前の極東での暮らしや，移住後の

カザフスタンでの様子などを知る貴重な情報源にな

っている。また強制移住の回想録もいくつか出版さ

れている［R_m 1997, Jil A. 2002］。

強制移住を中心に発展した朝鮮人研究だが，1990

年代半ば以降は，それ以外の時期・問題点にも関心

が拡大している。主だったものを挙げると，ボリ

ス・パクは帝政時代（1850～1860年代から1917年２

月まで）［Oaj 1994］，およびソ連時代（1917年から

1930年代末まで，ただし強制移住を扱った第７章の

み，Ki C. T. が執筆）［Oaj 1995］のモノグラフをそ

れぞれ出版している。またソ連時代については，B} 

[m Di§md（2001）も著作を発表している。いずれも

アーカイブ史料や朝鮮語新聞をふんだんに利用した，

水準の高い研究である。史料集も，ウラジオストク

のロシア国立歴史文書館極東支部が所蔵する帝政時

代の朝鮮人関連文書を紹介したRnpnonc（2001）や，

ソ連時代（1937年まで）の中央や地方の新聞雑誌の

朝鮮人関連記事を集成したCamim（2004）が出ている。

このほか日本では，和田・劉・水野（2001）が共産

党史料に基づくコミンテルン朝鮮人活動家の研究に

取り組んでいる。

なおロシア政府は2004年を朝鮮人のロシア移住

140年の記念年として祝ったが（注６），これにあわせた

記念の出版物がこの前後に相次いだ。ボリス・パク

とブガイというこの分野の大御所の共著『ロシアで

の140年――ロシア朝鮮人概史――』［Oaj i Bsda∞ 

2004］は，巻頭に移住140年を祝う政府命令を掲載し

ていることとあわせ，事実上の公式歴史書と見るこ

ともできよう（1937年を境に，前半をパクが，後半

をブガイが執筆）。一方，民間の朝鮮人研究者は，

『ロシア朝鮮人百科事典――ロシアでの140年――』

［Vn∞ 2003］を総力をあげて完成させた。索引事典で

はなく，ひとりまたは複数の執筆者が「歴史」「強

制移住」「ロシアの朝鮮人団体」「風俗，習慣，家系」

などのテーマで書いた全15章の論文形式の文章で構
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成されている（総ページ数1440ページ）。

近年の研究関心の拡大は，文献目録からも明らか

である。Kim and King（2001）が作成した朝鮮人研

究文献目録（1990～2000年）は，あわせて700点近い

単行本・雑誌論文をリストアップしている（サハリ

ン朝鮮人を含む）（注７）。

さて，以上の先行研究を概観すると，大きく言っ

て，２つの特徴を指摘できる。第１の特徴はソ連崩

壊後の国境による研究分断であり，第２の特徴は戦

後史の空白である。

まず前者を見よう。すでに指摘したように，朝鮮

人の主な居住地は1937年の強制移住までがロシア極

東，それ以降は中央アジア（ウズベキスタンとカザ

フスタン）およびロシア（注８）である。周知のように，

これらの国々は，ソ連崩壊によってそれぞれ別々の

国になった。ソ連崩壊直後はそれほどでもなかった

が，最近はこの新たな国境線が研究者の問題関心を

規定する傾向が強まっている。

まず最初にこの傾向が目に付いたのは，カザフス

タンである。カンは『カザフスタン朝鮮人史』［Jam 

1995］の最初の章で，強制移住以前にカザフスタン

へ移住した朝鮮人の動向を詳述した。この問題は，

1937年の強制移住による移動とは比べものにならな

いごく少数の移動であったため，これまでの研究で

は些細な事象として看過されてきた。カンがこの少

数の移動に着目したのは，明らかに，カザフスタン

という国境を研究枠に据えたことに起因している。

その一方で，1990年代半ばの時点では，まだ旧ソ

連全体を統一空間として認識する研究者も根強く存

在した。その好例が，ボリス・パクの『ソビエト・

ロシアの朝鮮人（1917年～30年代末）』［Oaj 1995］

である。パクは序文でこの本を，旧ソ連地域の朝鮮

人研究者による「朝鮮人とロシア・ソ連・CIS

（Jnpf∞v{ c qse|bf Pnqqii, QQQP i QMD）」という全

３巻のシリーズ本の第２巻として位置づけるととも

に，引き続いて帝政時代を扱った第１巻（М.Н.パク

編集責任），強制移住以降を扱った第３巻（Е.У.キ

ム編集責任）が出版されると予告していた［Oaj 

1995, 3］。しかしこの旧ソ連全体を包括する研究プ

ロジェクトは，実現しなかったようである。評者が

モスクワの図書館で検索した限り，前記に該当する

書籍は発見できなかった。

そして，この「朝鮮人とロシア・ソ連・CIS」シ

リーズの流産と軌を一にするように，ロシアでも現

在の国境線に対象を絞った研究が主流に躍り出る。

先に近年のロシアでの研究を紹介したが，それらに

共通するのは，ロシア極東時代の朝鮮人（帝政時代，

ソ連時代なら1937年の強制移住以前）については研

究が積み重ねられる一方で，1937年以降の中央アジ

アでの様子は，強制移住直後の定着の様子を除いて

は，さして関心が払われていないという点である。

特徴的なのは，2004年のロシア移住140年にあわ

せて出版された一連の著作であろう。パクとブガイ

の『ロシアでの140年』［Oaj i Bsda∞ 2004］は，強

制移住および中央アジア定着までは非常に詳しく，

また独ソ戦時の貢献にもそれなりの分量を割いてい

る。しかし戦後史はほとんど空白のまま一足飛びで

進行し，突然ペレストロイカ期および新生ロシアに

おける状況の叙述に移っている。多少の誇張を交え

て言えば，1937年で歴史が１度中断し，1991年から

再開するという，構成のいびつさを抱えているので

ある。

そこで問題になるのが，先行研究に共通する２番

目の傾向として指摘した，戦後史の空白である。も

ちろん前述のカンのように，戦後史に正面から取り

組んだ研究も存在する。しかし，こと近年のロシア

で発表された研究について言えば，戦後史はほとん

ど看過に等しい扱いを受けている。

ここでは，強制移住の対象となった他の諸民族と

比べると，朝鮮人には大きな政治的事件が乏しかっ

たという事情を考慮すべきかもしれない。チェチェ

ン人などのように，1956年２月のフルシチョフ秘密

報告での言及や1957年１月の自治共和国再建といっ

た耳目を惹く出来事はなかったし（注９），ドイツ人や

クリミア・タタール人のように，自治共和国の再建

を求める根強い民族運動が戦後に展開されたわけで

もない（注10）。朝鮮人の場合，居住地制限はすでに

1953年に解除されており，強制移住の汚名を除けば，

彼らは一般市民と同じ法律上の権利を享受していた

［半谷 2004］。このため，政治史的なアプローチをと
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る場合，朝鮮人の戦後史が描きにくいのは事実であ

る。

しかし，そうした困難さにもかかわらず，やはり

戦後という近い過去を現代にうまく接続させる適切

な歴史叙述の試みがなされていないのは，もどかし

さを感じる。またロシアの研究者には，朝鮮人の多

くが中央アジアにすんでいた戦後を，自国史の一部

として扱いかねているようにも思える。ただ朝鮮人

の戦後史は，今後の大きな課題であることは間違い

ない。そこで参考までに，評者が萌芽として抱いて

いる研究アプローチのアイディアをいくつか記して

おきたい。

まず，政治史的に大きな事件がなければ，歴史が

描けないというわけではない。例えば1950年代以降，

中央アジアからロシアへの移住がはじまっており，

1989年の国勢調査ではロシアの朝鮮人人口はカザフ

スタンと同規模にまで達した。こうした長期的な人

口移動は，人口学などのアプローチを適用すること

で取り扱い可能なテーマである。

一方，純粋に政治史のアプローチであれば，例え

ば，ソ連の対北朝鮮政策とソ連朝鮮人との関係とい

う大きな問題がある。ロシアの北朝鮮研究者ランコ

フによると，ソ連朝鮮人は「衛星国」の人材不足を

補うために北朝鮮に派遣され，朝鮮労働党・政府・

諜報機関などで重要な地位について，大きな政治的

役割を果たしていたという［Kam|jnc 2005, 174-200］。

また，その規模は，1949年時で約400人だったが，こ

れは当時，ソ連朝鮮人で共産党員だったほぼすべて

を動員した結果だった。ただし，北朝鮮では1958年

からソ連出身者の迫害・追放が始まるため，対北朝

鮮関係から見た朝鮮人問題は戦後史の15年ほどを彩

るテーマにすぎない。また外交関係の史料は近年の

ロシアでは公開に大きな制限が課されており，研究

には難航が予想される。それでも，空白の戦後史を

埋めるテーマとして，追求されるべき課題のひとつ

であろう。

以上は対象を朝鮮人に限定した研究について述べ

てきたが，最後に，民族強制移住の研究における朝

鮮人問題にも触れておきたい。強制移住研究は，ペ

レストロイカ以降，基本的な事実解明に重点が置か

れていたが，近年は，そうした成果を土台として，

いくつもの民族強制移住を相互に比較したり，新た

な文脈から読み解くことも盛んに行われている

［Onk_m 2001; Hflqjnc 2003; ]eifc 2003］。中でも出

色は，ソ連の民族政策をアファーマティブ・アクシ

ョンをキーワードに読み解いたアメリカの研究者

Martin（2001）であろう。彼は，社会主義的「民族」

を上から創出するnation buildingの政策が，国内外

の 情 勢 変 化 の 結 果，強 制 移 住 と い うnation 

destroyingをもたらしたという興味深い議論を展開

している。また朝鮮人問題に限っても，朝鮮人の強

制移住を命じた1937年８月21日付の党・政府決定の

草案をアーカイブで発見し，紹介している（注11）。こう

した最近の研究は示唆に富み，新たな視点から朝鮮

人問題に取り組む刺激となっている。

Ⅲ　本書の貢献と問題点

１．前半部分

本書の最大の学問的貢献は，著者が指摘するよう

に「ソ連時代には閲覧が不可能であった秘密文書を

発掘し分析」（８ページ）した点にある。それ以前に

朝鮮人の強制移住問題を扱った研究は日本ではいく

つか存在したが，著者ほどの規模でアーカイブ史料

を用いた例はなかった。しかも，ロシアだけでなく，

カザフスタンの中央および地方アーカイブの史料も

用いており，史料発掘の幅が広い。ただ上に見たよ

うに，本書出版と前後して，特にロシアで新しい研

究成果が次々と公表されており，アーカイブ史料の

利用の有無が評価を決める時代は過ぎ去った。しか

しいずれにせよ，日本語で発表された朝鮮人研究の

一里塚として，本書はしかるべき評価を与えられる

べきである。

こうした基本的な評価を踏まえた上で，本書の問

題点をいくつか指摘しておきたい。

まず著者の先行研究の紹介には遺漏が多い。強制

移住に関して言えば，和田（2003）による前述の研

究史紹介に挙げられた日本語の文献の多くが，参考

文献に挙げられていない。事情は，1860年代から

1930年代までの極東における朝鮮人の状況を扱った
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第１章でも同じである（注12）。また，著者は日本と韓

国における研究動向についてしか触れていないが，

ロシア極東と中央アジアを舞台とする本書の性格上，

ロシア語の先行研究への言及および基本文献の紹介

と研究史上への位置づけについて，著者の見解を示

すべきではなかったか。

次に著者が用いたアーカイブ史料の多くは，本書

の出版の前から，すでに刊行史料集や他の研究書で

紹介されている（注13）。すでに紹介済みの史料だから

価値がないというわけではないが，先行研究と同じ

く，読者の理解を助けるためにも，刊行済みか否か

は明記すべきだろう。なお著者の史料解釈には，先

行研究を大きく修正・補足する論点は打ち出されて

いないように思える。特に中央アジアでの定着の様

子を扱った第３章第３節は，前述のカンのモノグラ

フと，その事例の選択・配列・内容の点で大差なく，

まったく同一物であるかの印象を受ける。一方，史

料の選択について言えば，1937年９月22日のチェル

ヌィショフ内部人民委員代理のメモを紹介しなかっ

たのは，明らかな失点である。これは，朝鮮人は「親

族のつながりが極めて強い」ので一部でも極東に残

しておくことは危険であると進言したもので，強制

移住が民族「丸ごと」を対象とするようになった契

機としてどの研究者も引用している。

こうした主に事実関係に関連する問題点の一方で，

どういう視点から歴史像を構築するかについて，著

者の考えが未整理な点が気になった。評者は前節で，

朝鮮人研究の国境線による分断傾向について言及し，

その特徴的事例としてカザフスタンでの強制移住以

前の小規模の移住の強調およびロシアでの戦後史叙

述の空白を挙げた。これは，ソ連崩壊後の新しい国

境線がそれぞれの国の歴史家の問題関心を規定した

ためであり，ある程度の必然性が感じられる。しか

し著者が第３章の第１節で強制移住以前のカザフス

タンへの小規模の移住を詳述しているのは，納得が

いかない。第３章が「強制移住後のカザフスタン朝

鮮人社会」と題されているにもかかわらず，強制移

住以前の時代に遡った叙述をすること自体がまず不

自然である。さらに，1937年以前のわずか数百人規

模の朝鮮人移住と，1937年の17万人におよぶ強制移

住に直接の因果関係はないのだから，第１章と第２

章でロシア極東の動向を詳述した後は，そのまま中

央アジアでの強制移住後の定着について叙述する方

が自然な流れではないだろうか。これでは，ロシア

とカザフスタンの先行研究の安易な折衷とみなされ

てもしかたがないように思う。

評者は，特にソ連時代の朝鮮人の歴史を描く場合，

当時は統一空間として維持されていたソ連という枠

組みを前提として研究をすべきではないかと考えて

いる。著者のように現在の国境線を過去に安易に投

影させると，歴史を見誤る可能性がある。現在の国

境を越える視点は，ロシアやカザフスタンの研究者

には難しいのかもしれない。であるなら，これは外

国人であるわたしたちが，現地の研究者に対して存

在価値を主張できる有効な手立てではないだろうか。

２．後半部分

本書の後半部分は，ゴボンジルに代表される朝鮮

人の農業経営と，民族問題という２つの異なるテー

マを扱っているが，重点は前者に置かれている。筆

者はゴボンジルを「営農の主体である朝鮮人が家族

単位で構成された小共同体（ブリガダ）を組織し，

農業期間に自分の居住地を離れ，近距離あるいは遠

距離で土地を賃借し，生産から販売に至る営農の全

過程を実行する『出稼ぎ請負農業』」（124ページ）と

定義している。数カ月に及ぶ仮住まいでの生活を余

儀なくされ，それなりの投資が必要なことからリス

クもあったが，成功すると高い収益をあげることが

できたため，多くの朝鮮人がこれに携わっていた。

著者は「ゴボンジルは，社会主義体制下において資

本主義的な特徴を持つ営農方式および運営単位であ

り，朝鮮人が高い地位を築いたことと関連して非常

に重要である」（８ページ）と指摘している。なお，

このような出稼ぎは現在も続けられている。

本書で繰り返し述べられているように，ゴボンジ

ルは朝鮮人の生活のなかで重要な位置を占めており，

またソ連の農業生産の実態を見るうえでも興味深い

テーマであるにもかかわらず，いままでほとんど研

究されてこなかった（注14）。豊富なフィールドワーク

に基づいた著者の研究は，この分野において先駆的

な意味をもっている。
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しかし評者がまず問題視するのは，著者のゴボン

ジル研究のうち，どこまでが著者独自の研究なのか

が判然としない点である。同じくゴボンジルに注目

している数少ない研究者のひとりに，白泰鉉がい

る（注15）。韓国出身の白はクルグズスタン（キルギス）

に長期滞在し，朝鮮人コミュニティを対象とした調

査を行ってきた。著者は白と共同で，「中央アジア

高麗人のゴボンジル」というタイトルの朝鮮語論文

［ ・  2000］を発表している。この論文は本書と

密接な関係があると思われるが（注16），参考文献リス

トには挙げられていない。本書は白の単著論文との

あいだでも，内容の重複が見られる。著者は註およ

び参考文献で， （1999a）（注17）に言及しているが，白

にはそれ以外に， （1999b; 2001）およびBack（2001）

がある（注18）。結論を言えば，本書第４章と第５章の

うち， ・ （2000）および白論文のいずれとも内

容的に重ならないのは，第４章第３節のみである。

さらに調査対象地域について，著者は第４章で

「ゴボンジルに関しては，カザフスタンだけに限定

して実態を究明するのは限界があるため，中央アジ

ア全域で考えることとする」（122ページ）と断って

いる。しかし，この章に登場するインタビュー調査

のインフォーマントは，本文で紹介されているひと

りを除き（127ページ），註を見る限り全員がクルグ

ズスタン在住である（注19）。他方，第５章の具体例は

カザフスタンのものもあるが，第３節（4）の「調査

事例」（192ページ）ではクルグズスタンの村がとり

あげられている。

なお，中央アジア全体を視野に入れつつ，カザフ

スタン（あるいはクルグズスタン）の事例を詳しく

調査することが著者の狙いであったならば，ウズベ

キスタンとの比較にも若干言及して欲しかった（注20）。

独立後，経済改革に前向きに取り組んできたカザフ

スタンおよびクルグズスタンと，漸進主義をとるウ

ズベキスタンとでは，農業・土地政策がかなり異な

っているだけに，ゴボンジルに携わる朝鮮人たちが

抱える問題にも違いがあるのではないだろうか。も

っとも，そのような比較は，それぞれ国内でゴボン

ジルを行う場合に限られよう。

「本書の構成・内容」で述べたように，第４章と

第５章の一部は，民族アイデンティティの問題に割

かれている。しかし，それを論じた２つの節（第４

章第３節「ソ連体制下での朝鮮人の民族的アイデン

ティティ」および第５章第２節「カザフスタンの民

族問題と朝鮮人の意識変化」）は分量が少なく，内容

的にも前後の節と論理的つながりが弱い。また，第

４章第３節は言語問題に焦点をあてているが，デー

タの解釈にやや問題がある。著者はここで韓国の研

究者の論文（注21）に依拠して「1989年には，ついに朝

鮮人の半数が韓国語（注22）の能力を喪失した」（159

ページ）と述べている。確かに，1989年のソ連国勢

調査によれば，朝鮮語を母語と申告した人は全体の

53.0パーセントであった［USSR（1989） 1996］。筆者

はさらに「このような資料でおおよその傾向を把握

することは可能であるが……正確な状況が反映され

ているとは考えにくい。ソ連時代，ロシア民族中心

の視点で行われた調査である可能性が排除できない

のである」（160ページ）と述べ，朝鮮人のあいだの

実際の朝鮮語使用能力が，これよりも高かった可能

性を示唆している。しかし現実はその逆である。ソ

連末期，高齢者を除く朝鮮人のほとんどは朝鮮語を

話すことができなかった（注23）。ソ連時代の国勢調査

では，非ロシア人が自分の民族語を，それを操る能

力如何にかかわらず，母語として申告するという傾

向が見られたため，データの扱いには注意を要する
（注24）。なお，カザフスタンでは1999年に独立後初の

国勢調査が実施されている（注25）。本書の出版時期を

考えると，それにも言及すべきではなかったか。

さて，第６章は，1996年および1999年のアンケー

ト調査に基づいて書かれている。1999年の調査は著

者自身が実施したものである。一方，1996年の調査

については，著者はカザフスタン朝鮮人協会と東洋

学研究所が共同で行ったものであると述べ，出典は

示していない（201ページ）（注26）。第６章の内容は一

定の資料的価値はあるものの，分析や解説はほとん

どなされていない。調査結果を著者なりに解釈して

いるところも若干あるが，その根拠が示されていな

いため説得力を欠く。

ここでの問題のひとつは，著者がカザフスタン政

府の民族政策にほとんど言及していないという点に
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ある（注27）。例えば，著者は「民族関係の改善策につ

いては，1996年と1999年の結果に大きな差がある」

と述べ，ロシア語の公用語化（より正確には国家語

〈dnqseapqrcfmm{∞ _h{j〉化）を求める意見が33.4パー

セントから7.9パーセントへ大きく低下したと指摘

している（209ページ）。そもそもアンケート調査の

結果は，質問項目のたて方や文言，サンプルの抽出

方法など，さまざまな要素に左右されるが，著者は

調査方法を明らかにしていない。そのため，1996年

と1999年の調査結果が比較可能なのかという疑問は

残る。しかし，もしも朝鮮人のあいだでロシア語の

国家語化要求が実際に弱まっているのだとすれば，

その理由のひとつに，国家語をめぐる社会状況の変

化を挙げることができよう。カザフスタンでは，ソ

連末期（1989年）にカザフ語が国家語と規定されて

以来，ロシア語を母語とする住民のあいだでロシア

語の国家語化を求める声が根強く存在した。しかし，

1993年憲法，1995年憲法，さらに1997年言語法の制

定を通じて，唯一の国家語としてのカザフ語の地位

は既成事実化した。他方，公的機関におけるカザフ

語使用の義務化が，当初危ぶまれたほど拙速なもの

ではないということについての理解がある程度広ま

ったため，1990年代後半以降，言語論争は下火にな

ったのである（注28）。

お わ り に

著者は，カザフスタンの朝鮮人の歴史と現在を，

歴史・社会学的手法を駆使しながら包括的に捉えよ

うとした。「同質的な民族国家を自明のものと考え

てきた，韓国的な発想」（230ページ）に警鐘を鳴ら

す著者の念頭にあるのは，韓国の人々であろうが，

この指摘は単一民族神話が根強い日本の読者にも無

縁ではない。「ダイナミックに展開するカザフスタ

ン朝鮮人社会の実像を……ありのままにとらえる姿

勢」（230ページ）が重要であることについては，我々

も同意する。

しかし，本書は先行研究への理解が十分であると

は言えず，それらと比べての特色も明らかではない。

無論，さまざまなディシプリンにまたがる学際的な

手法が，効果的である場合も少なくない。だが本書

について言えば，扱うテーマが広すぎ，結果として

それぞれの掘り下げ方が浅くなってしまった感は否

めない。

上述したように，ソ連の朝鮮人に関する歴史研究

は，近年，研究の蓄積が着実に増えつつある。それ

に対して，ソ連崩壊後の朝鮮人社会についての研究

は，まだ緒についたばかりである。とはいえ，たと

えば朝鮮人団体の活動に関する資料・論文集として

は，カザフスタンではUam（1997），VUa∞ i ep.（2000）

およびK|enjnca i ep.（2004）などが，ロシアでは上

述のVn∞（2003）のほかBsda∞（2002），Bsda∞ i Qil

（2004）が出されており，ペレストロイカ期以降の民

族運動の歩みを辿ることができる。管見の限り，最

大の朝鮮人人口を抱えるウズベキスタンにおける出

版活動はロシアとカザフスタンには及ばないものの，

ウズベキスタン朝鮮人文化センターも設立十周年を

記念した論文集を発行している［Uam 2001］。これら

は旧ソ連における朝鮮人民族運動を研究する際に，

ひとつの手がかりを与えてくれるだろう（注29）。

旧ソ連朝鮮人の現在を分析するにあたっては，次

の２つの切り口が重要であろう。第１は，各国に居

住する他の少数民族との比較である。中央アジア諸

国およびロシアは，いずれも様々な民族からなる多

民族国家であり，個別の民族に関する豊富な先行研

究が存在する。他の民族との比較を通じて，朝鮮人

が置かれた状況や彼らが抱える問題を，より客観的

に捉えることができるだろう（このような視点は歴

史研究にも有効である）。第２に，異なる国家に居

住する朝鮮人の横断的比較が挙げられよう。旧ソ連

諸国が歩んできた道のりには，共通する部分がある

ものの相違点も少なくない。各国の朝鮮人の現状を

比較分析することにより，各々の政策の違いとその

影響，ソ連崩壊がもたらした朝鮮人社会の分断およ

びその多様化とともに，国境を超えた朝鮮人のネッ

トワークのあり方が見えてくるのではないだろうか。

（注１）　本稿では，「朝鮮人」を民族名称として用い

る。ちなみに「朝鮮人」はロシア語ではjnpf∞v{（複

数形）で，旧ソ連朝鮮人の自称として高麗人（Kore 
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saram, Koryo

)

 saram）も使われる。

（注２）　ロシア極東は，現在の行政区分でサハ共和

国，沿海地方，ハバロフスク地方，アムール州，カム

チャッカ州，マガダン州，サハリン州，ユダヤ自治州，

チュクチ自治管区，コリヤーク自治管区で構成される

ロシア東部の地域を指す。ただし歴史的には，「極東」

に含まれる領域は時代によって異なる［藤本 2004, 

187］。

（注３）　序章にある「本書の構成」によれば，第４

章はソ連時代，第５章はソ連崩壊後を対象とするとさ

れているが，実際には第４章にも独立後のゴボンジル

に関する記述が登場する。さらに第４章について著者

は，「スターリンの死からソ連の解体までを４段階に

分けて考察」（８ページ）すると述べているが，章全

体としてそのような時代区分はなされていない。なお

第２節（1）の2）「ソ連時代のゴボンジルの推移」は，ペ

レストロイカ以前と以後の２つの時期に分けられてい

る。

（注４）　Bsda∞（2004）は朝鮮人に限定しているが，

これ以外に朝鮮人を含むものとしてBsda∞（1992），

Bsda∞ i Dnmnc（2003）がある。

（注５）　これは朝鮮語のタイトルである。

（注６）　最初の移住の年が，かつての定説だった

1863年から1864年に訂正された経緯については，

Bsda∞（2004, 27-30）を参照。

（注７）　その他の文献目録として，Jil D.M.（2000）

も参照。

（注８）　強制移住後の居住地制限が解除されたあと，

極東への大規模な帰還の動きはおきなかったものの，

ロシアの他の地域へ移住した朝鮮人は少なくない。

1989年のソ連国勢調査によれば，朝鮮人人口はソ連全

体で43万8650人，そのうちウズベキスタンが18万3140

人，ロシア10万7051人（うちサハリン州３万5191人），

カザフスタン10万3315人であった。なお最近の国勢調

査によれば，カザフスタンの朝鮮人人口は９万9665人

（1999年），ロシアの朝鮮人人口は14万8556人（2002年）

である。ウズベキスタンでは独立後に国勢調査は行わ

れていないが，Dadabaev（2004, 43）は2002年の朝鮮

人人口を16万9600人としている。

（注９）　1957年の北カフカス諸民族の自治領再建に

ついては，Uam|_（2005）を参照。

（注10）　ドイツ人については半谷（1999）および

Uam|_（2003）を，クリミア・タタール人については

山内（1995, 202-224）およびUehling（2004）を参照。

（注11）　評者も最近この史料を閲覧したが，アーカ

イブ内で史料の再配置がおこなわれたためか，マーチ

ンの史料出典（PDCA, t.33879, no.2, e.181）に相当する

文書は存在しなかった（Martin 2001, 334）。現在の整

理番号は，次のとおり：PDCA, t.33879, no.1, e.115。

（注12）　なかでも，ロシア革命期に誕生した朝鮮人

自治組織と朝鮮人社会主義運動を扱った第１章第２節

には註が全く付されていないため，著者がいかなる先

行研究あるいは史料に基づき執筆したかは不明である。

なお，このテーマに関連する日本語の先行研究に，原

（1977）および劉（1985; 1987; 1992; 1993a; 1993b）があ

る。このうち，本書の参考文献では劉（1985）のみが

挙げられている。なお著者は，原の研究に序で言及し

ているが（６ページ），参考文献には載せていない。

（注13）　著者が文書館に赴いて史料を読んだのか，

刊行史料集を引き写したのか，判然としない箇所があ

る。1937年８月21日付党・政府決定の出典を，著者は

第２章の註10で「VDANP, t 5446, no 57」と記している。

しかし，これはアーカイブ史料の引用形式としては不

備があるほか（通常は「t.**,no.**, e.**, k.**」の形式をと

る），「VDANP」（中央国立十月革命文書館）は1992年

４月にロシア連邦国立文書館（DAPT）に衣替えして

おり，出典として少し不自然である。各種史料集（『白

書』第１巻，『カザフスタン韓人史』第１巻）に収録

された８月21日付決定をみると，その出典が，著者が

註10で挙げたのと同じ「VDANP, Tnme 5446, no.57」と

なっている。なお，本書にはアーカイブ史料の写真が

多数掲載されている（計９ページ，10点）が，これは

本書ｘページ（序文の直前）に指摘されているように，

すべて先行文献の転用である。

（注14）　学術書ではないが，ゴボンジルに関するロ

シア語文献にKi（2000）がある。

（注15）　クルグズスタン・ビシュケク人文大学教授

（2004年12月現在）。

（注16）　本書第４章第２節および第５章第３節（４）

と（５）は，順序が入れ替わっているところがあるもの
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の，全体として ・ （2000）とほぼ同じ構成である。

また，第５章の表5-2「調査したゴボンジル現場の人的

構成」（192ページ）は，表１［ ・  2000, 101］と同

一といってよい。

（注17）　この未刊行論文は，その後和訳が出た［白 

2003］。なお著者は1999年末，本書第５章にほぼ相当

する日本語の論文を発表している［李 1999］。李

（1999）と白（2003）とは内容的に重なる部分が多いが，

明らかな相違点は，白論文で「中央アジア」と書かれ

ているところが，李論文では「カザフスタン」になっ

ているという点である。

（注18）　評者は，Back（2001）はその内容を確認し

たが， （1999b; 2001）は入手していない。

（注19）　面談者の居住地が示されているのは，註

８，９，14，17である。註８と註10にある「チェ・ワレ

ンチン」はおそらく同一人物であろう。註15の「許ワ

レンチン（48歳）」も，第５章の「調査事例」（192ペー

ジ）によればビシュケク在住である。

（注20）　ウズベキスタンは旧ソ連最大の朝鮮人人口

を抱えており，またその産業構造上，カザフスタンよ

りも農業がより重要な位置を占めている。なお上述の

「調査事例」には，ゴボンジルを行うため，ウズベキ

スタンからクルグズスタンにやってきた人々が含まれ

ている。

（注21）　本書に引用されているデータは，1959年，

1970年，1979年，1989年のものである。これらはソ連

国勢調査が実施された年と一致するため，この韓国人

研究者はソ連国勢調査の結果を利用しているものと推

察される。

（注22）　著者は，この節で「朝鮮語」と「韓国語」

をコメント抜きで併記している。

（注23）　この点については例えば，現代語学塾

『レーニン・キチ』を読む会（1991）の第Ⅲ章・第Ⅳ章

を参照。

（注24）　この点については例えば，Arel（2002）を

参照。

（注25）　自己申告によれば，ロシア語を習得してい

ると答えたのは朝鮮人全体の97.7パーセント，朝鮮語

は25.8パーセントであった［Adfmrqrcn Pfqosbkiji 

JahaUqram on qrariqrijf 2000, 9］。なお，1999年国勢調

査では，国家語（カザフ語）の習得・学習状況，およ

び習得しているその他の言語について尋ねており，母

語に関する質問項目はなかった。朝鮮人の使用言語に

関する1989年ソ連国勢調査と1999年カザフスタン国勢

調査の結果の比較については，Nja（2001, 205-206）参

照。なおこの論文はOka（2001）のロシア語訳である

が，言語問題に関する誤った記述［Oka 2001, 111 note 

22］はロシア語版では訂正されている。

（注26）　この調査は，実施時期，サンプル，質問事

項および結果から判断して，カザフスタン民族間関係

モニタリング・センターが実施した調査［Laqamnc 

1997］と同一のものと推察される。

（注27）　著者は第５章の註５で「1990年に始まった

カザフ語中心の単一言語政策」に言及し，この政策は

「一時的に緩和されたが，1998年以降，再び強化される

傾向にある」（198ページ）と述べている。しかし，根

拠となる法令などには全く触れていない。

（注28）　これについてはDave（2004）を参照。

（注29）　ペレストロイカ期以降の朝鮮人民族運動に

ついて述べたものにKim and Khan（2001）がある。タ

イトルは「カザフスタンの朝鮮人運動」であるが，旧

ソ連全体の動向もある程度カバーしている。
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